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研究成果の概要（和文）：　出羽三山信仰について、民俗学・地理学・歴史学・考古学の研究者が共同して、以
下の新たな視点を開くことを試みた。詳しくは、2023年3月に刊行した研究成果報告書を参照されたい。まもな
く山形大学の機関リポジトリにアップされる予定。
　近現代における羽黒山手向の宿坊の変化・手向の諸職についての聞き取り・羽黒山内および本道寺、月山胎内
岩の石造物・近世の湯殿山信仰・山形県置賜地方の石造物と即身仏・福島県喜多方市に置ける近代の三山講・中
世末から近世初期にかけての西日本における出羽三山信仰。

研究成果の概要（英文）： the Dewa Sanzan, the three sacred peaks of Mount Gassan, Mount Yudono, and 
Mount Haguro in Yamagata Prefecture. The expansive Shonai region, which stretches from the Dewa 
summits to the Japan Sea,
 Our team member is folkrore,geography,archeology,japanese history. Our reseach paper is soon up on 
website:yamagata.repo.nii.ac.jp 

研究分野： 文化地理学・宗教民俗学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　コロナ禍もあって、当初に予定したフィールドワークが十分に実施できなかった部分もあったが、研究成果の
概要に記した課題について、一定の成果をあげることができた。今後は代表者および分担者が、それぞれの課題
について、論文や著書として成文化することによって、研究成果を社会に還元することを目標としたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 出羽三山信仰に関する研究は、自らも羽黒修験であった故戸川安章によって、基礎が固め
られた。研究代表者の岩鼻は、文化地理学・民俗学的アプローチによって、出羽三山信仰の
空間的広がりについて、調査研究を進めてきた。 
 しかし、出羽三山信仰そのものが、宿坊の減少や信者の高齢化などによって、参詣者数は漸減
傾向にあるため、地域活性化の側面からも、総合的な学術調査の必要性が高まっている。 
 
 
２．研究の目的 
 その一方で、出羽三山信仰について取り組む後進の研究者は多いとはいえず、研究者の世
代交代をうながす意味で、若手中堅の研究者による出羽三山信仰研究の活性化が必要とさ
れる。 
 出羽三山信仰の拡がる東日本各地には、かつての信仰の実態を伝える古文書史料が数多
く所蔵されている。その分析には、日本近世史の専門家の手による調査検討が必要となる。 
 また、出羽三山信仰に関わる石造物や金石文もまた、各地に数多く分布しており、その分
析には、考古学の専門家による調査検討が必要とされる。 
 さらに、出羽三山参詣の拠点となる宿坊に関する調査には、山岳信仰研究に実績のある研
究者による現地調査が必要とされる。 
 これらを総合することによって、新たな視点を切り開くことが、研究の目的となる。 
 
 
３．研究の方法 
 代表者の岩鼻が行ってきた文化地理学・民俗学的方法論に加えて、地理学・日本史学。考
古学の研究者による共同研究を実施し、現地における聞き取り・資料確認調査や、各地の図
書館・資料館などでの文献資史料調査を実施して、出羽三山信仰における様々な課題の解明
に取り組んだ。 
 
 
４．研究成果 
 研究成果については、既に研究成果報告書（８９頁）を 2023 年 3月に印刷刊行し、国会
図書館および山形県立図書館などの主要公共図書館や、研究者、調査協力者の方々に配布し
た。 
以下に研究成果の概要を示したい。 
・近現代における羽黒山手向の宿坊の変化 
江戸時代には３００坊が存在したとされる羽黒山麓の門前町である手向では、現在３０

軒弱の宿坊数となっている。高齢化などにともなう信者の減少や、少子高齢化にともない宿
坊の後継者不足もあいまって、減少傾向が続いている。この課題を解決するには、近現代の
手向をめぐる動向を把握することが課題解決の第一歩となる。 
・手向の諸職についての聞き取り 
宿坊以外にも門前町の手向には、多くの参詣者を支えた様々な職業が存在した。宗教施設

の建物を補修する大工や屋根葺きに従事する多くの職人が存在した。現在は、このような手
仕事的職人技の後継者が集まらず、維持管理が困難になりつつある。 
・羽黒山内および本道寺、月山胎内岩の石造物 
 羽黒山内や本道寺の門前には、巨大な信仰に関わる多くの石造物が存在する。これらの石
造物は詳しい分析がほとんどなされてこなかったが、今回は専門家の現地調査によって、そ
の実相を詳しく検討することができた。月山山頂直下の胎内岩の石造物の詳細な現地調査
は今後の課題である。 
・近世の湯殿山信仰 
 南東北各地に残る湯殿山参詣に関わる古文書史料の検討によって、近世の湯殿山信仰の
詳しい実態が明らかになった。 
・山形県置賜地方の石造物と即身仏 
 山形県内陸南部の置賜地方に、庄内地方から注連寺、大日坊の行人が近世後期に布教に訪
れていたことが、湯殿山碑の銘文から明らかになった。 
・福島県喜多方市に置ける近代の三山講 
 昭和 30年代の喜多方市中心部の講員名簿をもとに、現地での聞き取り調査によって、喜
多方市の中心商店街の商人たちが本道寺の宿坊を拠点とした参詣講中を組織していたこと
が明らかになった。 
・中世末から近世初期にかけての西日本における出羽三山信仰 
 大阪府堺市や和泉市、また広島県宮島に、中世末から近世初期にかけての出羽三山信仰の



痕跡が見出されることが明らかとなった。 
 最後に、近々、山形大学機関リポジトリにアップされる予定となっているので、詳しい研
究成果については本報告書を参照されたい。 
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